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１ 長寿命化修繕計画の目的                        

(1) 背景 

全国の自治体においては、高度経済成長期以降に大量に整備された社会資本の老朽化

が進行しており、安全性の低下と点検・修繕等に伴う費用の一定年度への集中や増加が

懸念されている。 

みよし市においても例外ではなく、管理橋梁 90橋のうち、架設後 50年以上を経過し

た橋梁の割合は、30 年後には現在の約 6％から約 83％と急激に増加する見込みとなって

いる。このような状況においてみよし市では、平成 26年度の道路法省令の改正以降、全

ての橋梁で定期点検を完了したところであるが、これら老朽化の進展に伴う損傷が既に

発生しており、道路利用者の安全・安心を確保するために、早期の修繕等が必要な橋梁

も確認されている。また、今後急増する修繕等の需要に対し、維持管理の合理化による

コスト縮減が課題となっている。 

 

 (2) 目的 

上記の背景のもと、今後急速に増大する高齢化した橋梁の維持管理に対応するため、こ

れまでに引き続き、従来型の事後的な修繕・架替えから予防的な修繕および計画的な架替

えへと円滑な政策転換を図っていく必要がある。 

このため、橋梁の長寿命化及び橋梁の修繕・架替えにかかるコストの縮減を図りつつ、

地域の道路網の安全性・信頼性を確保することを目的として、中長期を見据えた管理方針

の見直しを図る長寿命化修繕計画を策定するものである。 

 

(3) 方針 

長寿命化修繕計画は、既存の「橋梁長寿命化修繕計画」を基に、最新の橋梁定期点検結

果を基礎データとして用いて立案する。 

 

(4) 計画期間 

長寿命化修繕計画の計画期間は、50 年とする。 
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２ 長寿命化修繕計画の対象橋梁（対象橋梁の概況）             

(1) 計画対象の橋梁数 

みよし市が管理する橋梁は 90橋あり、全ての橋梁が計画対象である。 

 

表-2.1 計画対象の橋梁数 

全管理橋梁数  90 橋

 うち計画の対象橋梁数 90 橋

 
うち H25 計画策定橋梁数 63 橋

うち H28 計画策定橋梁数 87 橋

 

(2) 橋梁の構成 

橋梁種別及び大気種別による対象橋梁 90 橋の構成は、以下のとおりである。対象橋梁

のうち、橋梁種別では、コンクリート橋の割合が 91.1％（82 橋）で大半を占め、そのう

ち PC橋が 52.2%（47 橋）で最も多い。また、対象橋梁の大気環境は、すべて平野地帯で

ある。 

表-2.2 橋梁種別の橋梁数・総橋長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-2.1 橋梁種別の橋梁割合      図-2.2 大気環境別の橋梁割合 

 

橋梁種別 橋梁数 総橋長 

鋼橋※    8 橋   279.7m  

RC 橋   14 橋   374.5m  

PC 橋   21 橋    95.4m  

溝橋   47 橋  1,005.4m  

計   90 橋  1,755.0m  

※立体横断歩道施設の坂上歩道橋は、構造形式が近い鋼橋に分類する。
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(3) 橋梁の年齢 

供用開始年度別による対象橋梁の橋梁数は、下図のとおりである。対象橋梁の内、昭和

43 年から平成 10 年の 30年間に集中しており、約 78％（70橋）が架設されている。その

ため、現時点では、架設後 50 年以上経過した橋梁は 5 橋（5.6％）であるが、30 年後に

は 75橋（83.3％）と急増する。 

 

図-2.3 架設年度別の橋梁数 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-2.4 現在の年齢別橋梁割合   図-2.5 架設後 50 年以上経過した橋梁割合の推移 

 

 

 

 

架設後 

50 年経過 

5橋 
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３ 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針         

(1) 健全度の把握に関する基本的方針 

対象橋梁の健全度を把握するために、愛知県の「橋梁定期点検要領（案）」に基づいて、

5 年に 1 回の頻度で定期点検を実施する。定期点検においては、橋梁の架設年度や構造形

式、立地条件等を十分に考慮して点検計画を立て実施する。また、定期点検では、橋梁定

期点検要領（案）に基づき、部材単位における損傷の程度等から橋梁の対策の必要性を判

定する。 

損傷が発見された橋梁については市職員が現地を確認し、道路利用者の安全・安心の確

保に万全を期す。また、日頃から維持管理の技術向上に努める。 

 

表-3.1 定期点検における橋梁の対策の必要性 

区分 内 容 

A 補修を行う必要がない。 

B 状況に応じて補修を行う。 

C 次回の定期点検までに補修を行う必要がある。 

E 
まず緊急対応が必要で、その後必要に応じて詳細調査を行い、損傷

原因等を明らかにした上で補修を検討する。 

S 詳細調査により損傷原因等を明らかにした上で補修を検討する。 

※1 点検時に清掃する。 

※2 維持作業で対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3.1 専門業者による点検状況①     写真-3.2 専門業者による点検状況② 

 

 

 

 

【郡界橋】【旭橋】 
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(2) 日常的な維持管理に関する基本的方針 

橋梁の保全を図るため、日常的な点検として道路パトロールを実施する。 

道路パトロールでは、パトロール車で走行しながら目視点検を行い、異常が疑われる箇

所については徒歩による目視点検を行う。 

道路パトロールの実施フローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1 道路パトロール実施フロー 

 

 

事前準備 

パトロール前 

パトロール中 

パトロール後 

・パトロール計画の作成 

・パトロールコースの確認 

・異常事象の前回未処置事項の確認 

・パトロール車から目視点検 

・パトロール記録の作成 

異常発見 

・徒歩による目視点検 

・異常の詳細情報の記録 

・現場写真の撮影 

・現場対応（清掃等） 

毎日実施 
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異常を発見した際、道路上の落下物等、現場において対応が可能であるものについては

その場で対応する。具体例として、排水の目詰まりや土砂堆積等を発見した際には必要に

応じて堆積土砂の除去等を実施する。 

道路パトロールにおける橋梁に関する目視点検項目を下表に示す。 

 

表-3.2 橋梁に関する点検項目 

点検項目 確認内容 

破損 

対象のサイズ（縦(m)×横(m)）、個数 
腐食 

剥離 

鉄筋露出 

ボルト外れ・ゆるみ 個数 

落書き 

対象のサイズ（縦(m)×横(m)）、個数 接合部の段差 

土砂堆積 

排水不良 個数 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3.3 職員による点検状況①      写真-3.4 職員による点検状況② 
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４ 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

(1) 基本的な方針 

橋梁の維持管理における基本的な方針は、定期点検の実施により、損傷の度合いおよび

対策の必要性を定め、従来の事後的な修繕から予防的な修繕の実施へ転換することで、コ

ストが掛かる架替えを極力なくし、橋梁の長寿命化を図るものとする。 

上記の基本的な方針のもと長寿命化を適切に計画することで、修繕・架替えに係る事業

の大規模化および高コスト化を回避し、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）が縮減できる。

また、損傷が軽微な段階で、早期に修繕を行うことができるため、大規模な事故を未然に

防止し、道路利用者の安全・安心を確保することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.1 ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）と劣化予測の関連イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.2 管理水準について 

 劣化の状況   ライフサイクルコスト（ＬＣＣ） 

健全度 

事後的な修繕 

予防的な修繕 

経年 

事後的な修繕 
使用限界 

予防的な修繕 

管理水準 事後的な修繕

によるシナリオ

予防的な修繕

によるシナリオ

コスト 
縮減効果

コスト 

経年 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

予防保全段階

早期措置段階 

緊急措置段階 

経過年 

潜伏期 

進展期 

加速期 

劣化期 

健全度 

健 全 

管理水準 

予防的な修繕 

事後的な修繕

使用限界 
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(2) 優先順位の設定 

対象橋梁の維持補修を、限られた予算の中で効果的に実施していくためには、対象橋梁

に優先順位を設定した上で、工事計画を立案していく必要がある。 

優先順位の設定に当たっては、今後、健全度Ⅲに至る前に予防的な修繕を実施し構造安

全性の比較が少なくなっていくものと考え、健全度Ⅱの状態における第三者被害の影響

を第一優先として、評価を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.3 優先順位の選定フロー 

 
 

 
 

橋梁の健全性（Ⅳ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ） 

橋梁単位の健全性 

県指定第 1次＞県指定第 2 次＞市指定＞指定無し 

緊急輸送道路 

跨道橋（県一次指定＞県二次指定＞市指定＞指定無し）＞河川橋＞水路橋 

路下条件 

損傷径間数（主桁・横桁＞床版＞下部工＞支承＞伸縮装置・舗装） 

橋梁の損傷規模（発生リスク） 

一級市道＞二級市道＞その他市道＞自動車歩行者専用道 

道路種別 

建設年次（古い橋＞新しい橋） 

橋梁の老朽化度（潜在リスク） 

ステップ 2 第三者被害の影響（架替の困難さ） 

ステップ 4 損傷の発生リスク 

ステップ 1 健全性 

ステップ 3 社会的影響度 

代替路の有無（無＞有） 

代替路の有無 
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５ 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期   

(1) 定期点検結果の整理 

対象橋梁について、平成 26 年度から平成 30 年度の 5 年間で実施された 1 巡目の定期

点検結果を以下に示す。 

1） 対象橋梁の内訳 

対象橋梁の 1 巡目の定期点検について、平成 26 年度から平成 30 年度の 5 年間にお

ける点検年次別の橋梁数を以下に示す。 

表 5-1 点検年次別の橋梁数 

点検年次 全橋梁 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

橋梁数 90 1 58 6 23 0 

 

2） 対象橋梁の健全度評価結果 

対象橋梁について、1 巡目の定期点検における健全度評価別の割合を以下に示す。な

お、対象橋梁のうち、本橋や車道部と歩道部や階段部が区分して判定されている場合は、

本橋や車道部の健全度を代表して用いる。 

対象橋梁の健全度評価別の割合は、健全度Ⅲが約 2.2％（2 橋）、健全度Ⅱが約 33.0％

（29橋）、健全度Ⅰが約 65.6％（59橋）という結果となった。 

表 5-2 健全度の定義 

 

 

 

 

 

 

図-5.1 健全度評価結果（橋梁毎） 

健全度Ⅲの無名橋 40 号と無名橋 39号の損傷については、以下のとおりである。 

 
 

 
 
 
 
 
 

   写真-5.1 損傷状況（無名橋 40号）      写真-5.2 損傷状況（無名橋 39 号） 

【無名橋 40 号 主桁】 

板厚減少、孔食 

【無名橋 39 号 竪壁】 

断面欠損 

※対象橋梁の内、2橋は平成 25年度に点検を実施 

定　義

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ
予防保全
段階

道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ
早期措置
段階

道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期
に措置を講ずべき状態。

Ⅳ
緊急措置
段階

道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可
能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

区　分
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3） 部材別の損傷状況 

対象橋梁の主要部材において、定期点検で確認された損傷を以下に示す。 

■ 上部工（鋼材） 

上部工（鋼材）の損傷の割合では、腐食、防食機能の劣化が約 67％を占め最も多い

結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 上部工（コンクリート部材） 

上部工（コンクリート部材）の損傷の割合では、剥離・鉄筋露出、うき、ひびわれ、

漏水・遊離石灰といった、鉄筋の腐食により生じる一連の損傷が約 84％を占め最も多

い結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 下部構造（コンクリート部材） 

下部構造（コンクリート部材）の損傷では、剥離・鉄筋露出、うき、ひびわれ、漏

水・遊離石灰といった、鉄筋の腐食により生じる一連の損傷が約 84％を占め最も多い

結果となった。 

 

  

 

 

 

 

 

図-5.3 上部工（鋼材）の損傷割合 

図-5.5 下部構造（コンクリート）の損傷割合 

図-5.4 上部工（コンクリート部材）の損傷割合 

【地念古橋 主桁】 

腐食 

【無名橋 4号】 

うき 

剥離・鉄筋露出 

写真-5.3 損傷状況（鋼材） 

写真-5.4 損傷状況（コンクリート部材） 

【無名橋 38 号 下部構造】 

ひび割れ 

写真-5.5 損傷状況（下部構造） 
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(2) 修繕内容・時期又は架替え時期の設定 

長寿命化修繕計画の基本的な考え方は、定期点検で健全度Ⅲと区分されたものから修

繕を実施し、その他の橋梁は、劣化予測結果および各橋梁の優先順位を用いて、健全度Ⅲ

に至る前に予防保全的な対策を実施するものとする。 

1） 劣化予測 

劣化予測は、部材や材料、構造形式などの指標ごとにグルーピングを行った上で、グ

ループごとで統計的な手法を用いて行った。 

2） ライフサイクルコストの算出 

将来的に発生する維持管理コスト、運営コスト、廃棄コスト、更新コスト等を踏まえ

た経済性を評価した上で、中長期的な視点からの戦略的管理計画を立案することを目

的にライフサイクルコストの算出を行った。 

ライフサイクルコストの算出は、以下の 2パターンで行い、それぞれの場合の比較を

行った。 

a) 事後保全管理型：橋梁に著しい損傷が発生してから補修 

b) 予防保全管理型：定期的に点検を実施し損傷が軽微なうちに補修 

 

(3) 次回点検・修繕時期 

対象橋梁 90 橋において、当面 10 年間にかかる点検費用及び修繕費用を下表に示す。 

表-5.3 点検費用および修繕費用 

点検年次 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

点検橋梁数 1 58 31 0 0 30 29 31 0 0 

点検費用 

（百万円） 
1.9 12.0 4.9 0 0 7.9 6.0 4.9 0 0 

対策橋梁数 1 2 2 2 2 2 1 2 1 2 

修繕費用 

（百万円） 
35.4 13.3 26.2 2.3 2.0 3.3 11.9 34.6 28.9 2.0 
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各橋梁における当面 10年の（2019 年度～2028 年度）の短期事業計画を下表に示す。 

表-5.4 短期事業計画（2019 年度～2028 年度） 

 

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

1 清水橋 市道黒笹諸輪線 1982 12.0 9.2 2015 Ⅰ

2 無名橋4号 市道打越黒笹1号線 1985 10.0 8.9 2015 Ⅱ

3 無名橋7号 市道福谷根浦線 1995 14.0 10.0 2015 Ⅰ

4 無名橋10号 市道潮見ヶ丘打越線 1965 5.0 2.9 2015 Ⅰ

5 無名橋13号 市道新屋大原線 1975 5.0 6.6 2015 Ⅱ

6 八幡川橋 市道流谷深田線 1963 7.0 5.6 2015 Ⅰ

7 無名橋22号 市道三好丘伊保線 1978 12.0 4.0 2015 Ⅱ

8 無名橋23号 市道蟹畑線 1972 7.0 4.9 2015 Ⅰ

9 無名橋24号 市道落合阿弥陀堂線 1975 7.0 6.0 2015 Ⅰ

10 無名橋27号 市道打越黒笹2号線 1966 3.0 8.7 2015 Ⅱ

11 大日橋 市道福谷通学線 2010 12.0 9.0 2015 Ⅰ

12 庚申橋 市道打越本地線 1973 6.0 8.9 2015 Ⅰ

13 無名橋38号 市道打越大塚線 1988 3.0 12.9 2015 Ⅱ

14 八幡橋 市道明知八幡線 1989 10.0 12.5 2015 Ⅰ

15 下田橋 市道下田下畑線 1974 11.0 5.0 2015 Ⅰ

16 明知橋 市道今池下流谷線 1987 11.0 7.0 2015 Ⅰ

17 無名橋40号 市道塩田青木線 1987 8.0 10.0 2015 Ⅲ ○

18 八和田山橋 市道八和田西山線 1987 14.0 14.7 2015 Ⅱ ○

19 大力池橋 市道黒笹三本木線 1991 11.0 10.0 2015 Ⅰ

20 新寺田川2号橋 市道三好丘桜10号線 1995 7.0 9.1 2015 Ⅰ

21 新寺田川1号橋 市道三好丘桜12号線 1992 7.0 6.0 2015 Ⅰ

22 郷浦橋 市道莇生舟ヶ峪線 1999 6.0 9.3 2015 Ⅰ

23 青木橋 市道前田青木線 2000 5.0 6.5 2015 Ⅱ ○

24 大原橋 市道前田青木線 2000 5.0 4.5 2015 Ⅱ

25 笠松橋 市道井ノ花笠松線 2001 14.0 8.7 2015 Ⅰ

26 無名橋61号 市道柿ノ木井ヶ谷線 2003 13.0 6.0 2015 Ⅰ

27 新切川橋 市道根浦諸輪線 2008 10.0 6.3 2015 Ⅰ

28 南井山橋 市道三好丘線 1987 13.0 3.0 2015 Ⅰ

29 黒笹1号橋 市道黒笹2号線 1991 9.0 6.3 2015 Ⅰ

30 黒笹2号橋 市道黒笹いずみ10号線 1990 9.0 8.1 2015 Ⅰ

31 黒笹3号橋 市道黒笹いずみ10号線 1991 9.0 8.1 2015 Ⅰ

32 昭和橋 市道竹ヶ花三好丘線 1986 20.0 12.0 2015 Ⅰ

33 莇生橋 市道莇生舟ヶ峪線 1966 54.0 6.0 2016 Ⅱ

34 三好ケ丘高架橋 市道福谷線 1984 128.0 12.0 2015 Ⅱ

35 寺田橋 市道寺ノ前三好丘線 1983 21.0 9.0 2015 Ⅰ

36 川原橋 市道打越黒笹1号線 1984 31.0 9.1 2015 Ⅰ

37 地念古橋 市道福谷根浦線 1991 57.0 9.3 2016 Ⅱ ○

No. 橋梁名 路線名
架設
年度

橋長
(m)

幅員
(m)

点検結果
（2018年度）

短期事業計画



－15－ 

表-5.5 短期事業計画（2019 年度～2028 年度） 

 

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

38 愛宕橋 市道莇生新田線 1985 30.0 4.0 2015 Ⅰ

39 御嶽橋 市道山ノ間小林線 1985 19.0 9.0 2015 Ⅱ

40 砲録橋 市道大慈山宝栄線 1979 20.0 3.5 2015 Ⅱ ○

41 伊保橋 市道井守下線 1986 21.0 6.0 2015 Ⅰ

42 仲田橋 市道花立阿弥陀堂線 1986 20.0 4.0 2015 Ⅰ

43 棚田橋 市道落合阿弥陀堂線 1986 21.0 4.0 2015 Ⅰ

44 東明跨道橋 市道莇生打越線 1987 36.0 8.8 2015 Ⅰ

45 北井山橋
市道三好丘自転車歩行者
専用道路2号線

1984 28.0 3.0 2015 Ⅰ

46 三好丘駅前橋 市道三好丘駅前線 1982 20.0 11.7 2015 Ⅱ

47 三好丘橋
市道三好丘自転車歩行者
専用道路5号線

1985 19.0 5.0 2015 Ⅰ

48 三好丘通学橋
市道三好丘自転車歩行者
専用道路15号線

1987 20.0 3.0 2015 Ⅱ ○ ○

49 福谷橋 市道落合辰己山線 1994 22.0 12.4 2015 Ⅰ

50 無名橋53号
市道三好丘自転車歩行者
専用道路4号線

1987 92.0 9.0 2015 Ⅱ ○

51 木之本橋 市道平池砂後線 2002 19.0 6.6 2015 Ⅰ

52 郡界橋 市道打越向野線 1968 29.0 8.0 2015 Ⅰ

53 上砂後橋 市道平池砂後線 2001 18.0 6.0 2015 Ⅰ

54 インター根浦橋 市道打越黒笹1号線 1992 37.0 9.3 2016 Ⅰ

55 インター根浦橋歩道橋 市道打越黒笹1号線 2009 46.0 2.0 2016 Ⅰ

56 中島橋 市道中島線 2009 20.0 20.0 2015 Ⅰ

57 高嶺橋 市道三好ヶ丘駒場線 2009 54.0 16.0 2016 Ⅰ

58 無名橋54号
市道三好丘自転車歩行者
専用道路4号線

1986 139.0 4.0 2015 Ⅱ ○

59 旭橋
市道三好丘自転車歩行者
専用道路5号線

1990 43.0 2.2 2015 Ⅱ ○

60 井守橋 市道三好丘線 1986 43.0 3.0 2015 Ⅱ ○

61 桜橋 市道三好丘線 1987 25.0 4.0 2015 Ⅱ ○

62 桜公園橋 市道三好丘線 1988 18.0 3.4 2015 Ⅱ ○

63 無名橋26号 市道打越黒笹2号線 1966 4.9 10.8 2017 Ⅰ

64 無名橋5号 市道打越黒笹1号線 1988 3.7 10.4 2017 Ⅰ

65 無名橋6号 市道打越黒笹1号線 1987 3.1 11.6 2017 Ⅰ

66 無名橋28号 市道新田根浦線 1972 4.1 9.4 2017 Ⅰ

67 無名橋30号 市道莇生坂上線 1975 4.3 3.5 2017 Ⅱ

68 無名橋56号 市道新田池上線 1992 2.0 11.8 2017 Ⅰ

69 無名橋29号 市道辰己山小金下線 1975 11.0 4.3 2017 Ⅰ

70 無名橋9号 市道莇生新田線 1975 5.0 2.8 2017 Ⅱ

71 無名橋1号 市道明知新屋線 1988 2.2 23.0 2017 Ⅱ

72 無名橋17号 市道三好福田線 1975 2.2 9.5 2017 Ⅰ

73 無名橋18号 市道大上福田線 1983 3.1 6.4 2017 Ⅰ

74 無名橋51号 市道折坂猿投松線 1989 2.8 6.3 2017 Ⅰ

75 無名橋2号 市道三好明知下線 2014 9.2 10.5 2017 Ⅱ ○

76 宮前橋 市道上ヶ池東谷線 1987 5.0 10.2 2017 Ⅰ

No. 橋梁名 路線名
架設
年度

橋長
(m)

幅員
(m)

点検結果
（2018年度）

短期事業計画
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表-5.6 短期事業計画（2019 年度～2028 年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

77 無名橋52号 市道島中砲録山線 1989 2.3 6.9 2017 Ⅰ

78 無名橋36号 市道大日千足線 1986 2.6 4.4 2017 Ⅰ

79 無名橋37号 市道南二池下線 1978 5.1 19.3 2017 Ⅰ

80 無名橋39号 市道明知福田線 1986 4.3 11.5 2017 Ⅲ ○

81 無名橋43号 市道原傍示本線 1982 3.1 3.2 2017 Ⅰ

82 無名橋21号 市道一色前線 1976 2.9 4.1 2017 Ⅰ

83 無名橋55号 市道落合辰己山線 1991 4.6 14.5 2017 Ⅰ

84 無名橋60号 市道南屋敷苗座線 2004 3.6 3.5 2017 Ⅰ

85 無名橋65号
市道黒笹自転車歩行者
専用道5号線

1991 10.4 5.0 2015 Ⅰ

86 無名橋62号 市道落合辰己山線 1993 10.8 11.0 2017 Ⅰ

87 定一貫橋 市道打越黒笹1号線 2001 42.0 3.0 2016 Ⅰ

88 新池橋 市道インター1号線 1993 95.0 16.0 2014 Ⅱ ○

89 打上橋 市道福谷三好線 1984 35.9 16.0 2013 Ⅱ

90 坂上歩道橋 市道インター1号線 1992 24.8 2.1 2013 Ⅱ

No. 橋梁名 路線名
架設
年度

橋長
(m)

幅員
(m)

点検結果
（2018年度）

短期事業計画
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６ 長寿命化修繕計画による効果                      

(1) 維持管理方針別のライフサイクルコスト 

対象橋梁 90 橋の修繕・架替えに係る事業費について、維持管理方針別に試算した今後

50 年間のライフサイクルコストを以下に示す。 

1） 事後保全管理型の場合 

事後保全管理型の場合における今後 50 年間のライフサイクルコストは、約 25.6 億

円という結果となった。また、単年度あたりの事業費は、約 51百万円という結果とな

った。 

 

図-6.1 ライフサイクルコストの試算結果（事後保全管理型） 

2） 予防保全管理型の場合 

予防保全管理型の場合における今後 50 年間のライフサイクルコストは、約 19.5 億

円という結果となった。また、単年度あたりの事業費は、約 39百万円という結果とな

った。 

 

図-6.2 ライフサイクルコストの試算結果（予防保全管理型） 
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